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４

み
ん
な
一
生
懸
命
働
き
な
さ
い
。

以
上
申
し
上
げ
て
、
私
の
シ
ベ
リ
ア
労
苦
記
の
報
告
と

い
た
し
ま
す
。

強
制
抑
留
者
が
語
り
継
ぐ
労
苦

山
梨
県

岩

沢

一

男

一
、
出
生
か
ら
終
戦
ま
で

私
は
、
山
梨
県
都
留
市
盛
里
曽
雌
で
出
生
。
町
立
旭
高

等
小
学
校
を
卒
業
、
家
業
を
手
伝
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昭

和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
十
二
月
一
日
、
現
役
兵
と
し
て

東
部
第
六
部
隊
（
東
京
麻
布
）
に
入
隊
。
大
東
亜
戦
補
充

要
員
と
し
て
在
北
朝
鮮
古
茂
山
衣
第
四
三
部
隊
第
五
中
隊

（
歩
兵
）
に
転
属
、
古
茂
山
地
方
の
警
備
に
当
た
っ
て
い

た
と
こ
ろ
、
昭
和
二
十
年
八
月
九
日
、
ソ
連
軍
が
ソ
満
国

境
を
破
っ
て
南
下
し
た
と
の
報
に
接
し
た
。
八
月
十
五
日

正
午
の
終
戦
の
詔
勅
は
部
隊
長
か
ら
夕
点
呼
の
と
き
伝
達

さ
れ
た
が
、
誰
も
信
ぜ
ず
、
日
本
軍
は
神
の
軍
隊
で
負
け

る
こ
と
は
な
い
、
デ
マ
だ
と
言
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
で
も

戦
争
が
終
わ
れ
ば
み
ん
な
生
き
て
帰
れ
る
ぞ
と
一
面
、
安

心
し
た
も
の
で
し
た
。

昭
和
二
十
年
八
月
二
十
三
日
、
部
隊
は
興
南
に
集
結
、

兵
器
を
興
南
女
学
校
に
収
め
て
武
装
解
除
さ
れ
、
そ
こ
に

収
容
さ
れ
て
捕
虜
と
な
り
ま
し
た
。

八
月
末
頃
、
私
ど
も
の
部
隊
を
主
力
に
千
人
く
ら
い
の

梯
団
が
編
成
さ
れ
「
東
京
へ
帰
る
の
だ
、
早
く
早
く
」
と

せ
き
立
て
ら
れ
、
喜
び
勇
ん
で
興
南
港
か
ら
大
き
な
貨
物

船
に
乗
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
船
は
日
本
海
に
出
て
六
日
間

も
か
か
っ
て
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ッ
ク
港
に
入
港
。
夜
中
に
に

わ
か
に
上
陸
。「
約
束
が
違
う
ぞ
」
と
兵
が
言
う
と
、
ソ

連
将
校
が
拳
銃
一
発
を
空
に
向
け
て
発
砲
、
そ
れ
で
終
わ

り
。
黙
っ
て
歩
く
こ
と
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
原
始
林
を

通
り
石
炭
掘
削
の
町
、
ア
ル
チ
ョ
ム
に
連
行
さ
れ
ま
し

た
。

二
、
ア
ル
チ
ョ
ム
第
二
収
容
所
で
の
労
苦
生
活

ア
ル
チ
ョ
ム
は
露
天
掘
り
で
有
名
な
良
質
石
炭
の
採
取
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場
で
し
た
が
、
戦
争
中
ソ
連
囚
人
を
使
い
、
次
は
ド
イ
ツ

の
軍
人
捕
虜
、
次
い
で
私
ど
も
日
本
人
捕
虜
を
人
夫
に
使

う
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
収
容
所
は
半
地
下
式
の
丸
太
積

み
造
り
（
ロ
グ
ハ
ウ
ス
）
の
棟
が
十
棟
も
並
び
、
周
り
は

有
刺
鉄
条
網
四
面
に
、
二
階
建
の
望
楼
か
ら
衛
兵
が
銃
で

監
視
す
る
と
い
う
厳
重
さ
で
し
た
。

一
棟
に
百
人
く
ら
い
居
住
。
三
段
式
ベ
ッ
ド
で
、
一
人

の
居
場
所
は
畳
一
畳
ほ
ど
の
広
さ
で
す
か
ら
全
く
ウ
サ
ギ

小
屋
で
し
た
。

収
容
所
に
は
二
千
人
く
ら
い
収
容
さ
れ
、
一
組
百
人
単

位
で
三
交
代
で
入
坑
、
地
下
六
十
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
の
坑

穴
で
掘
削
、
ト
ロ
ッ
コ
貨
車
に
石
炭
を
満
載
し
て
ソ
連
人

の
運
転
で
外
に
運
搬
す
る
と
い
う
方
式
で
す
。
ソ
連
の
地

方
人
と
一
緒
で
す
か
ら
ノ
ル
マ
に
追
わ
れ
る
こ
と
も
な
く

割
合
気
楽
に
働
け
ま
し
た
が
、
地
下
採
炭
で
す
か
ら
粉
塵

が
多
く
肺
に
入
り
病
人
が
続
出
し
ま
し
た
。

作
業
は
一
週
間
お
き
の
三
交
代
、
冬
で
も
地
下
で
は
寒

く
な
く
、
そ
の
点
助
か
り
ま
し
た
。
た
だ
衣
服
は
着
た
き

り
で
支
給
さ
れ
ず
、
入
浴
は
月
二
回
く
ら
い
。
シ
ラ
ミ
が

発
生
し
て
体
じ
ゅ
う
、
毛
布
、
下
衣
に
も
い
っ
ぱ
い
で
、

発
疹
チ
フ
ス
も
出
た
り
大
騒
ぎ
で
し
た
。
こ
こ
も
冬
は
マ

イ
ナ
ス
四
〇
度
ま
で
下
が
り
、
宿
舎
で
は
毎
日
帰
り
に
石

炭
を
持
ち
帰
っ
て
暖
を
と
り
ま
し
た
。

衛
生
管
理
は
割
合
よ
く
、
高
熱
者
や
体
の
弱
い
者
は
休

養
室
で
休
ま
せ
、
重
症
者
は
入
院
が
で
き
ま
し
た
の
で
助

か
り
ま
し
た
。

給
与
は
定
量
の
支
給
が
少
な
く
い
つ
も
空
腹
で
し
た

が
、
時
折
一
緒
に
働
く
ソ
連
人
が
黒
パ
ン
や
煙
草
を
差
し

入
れ
て
く
れ
て
感
激
し
ま
し
た
。

炭
坑
の
仕
事
は
月
に
一
回
休
み
が
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
日
は
ソ
連
将
校
の
家
の
使
役
、
掃
除
等
に
行
き
、
黒
パ

ン
を
も
ら
う
の
が
楽
し
み
で
し
た
。

昭
和
二
十
一
年
六
月
、
第
二
収
容
所
へ
「
日
本
新
聞
」

が
配
送
さ
れ
た
頃
か
ら
、
ソ
連
共
産
党
の
政
治
部
将
校
が

私
ど
も
の
洗
脳
教
育
だ
と
言
っ
て
「
レ
ー
ニ
ン
、
ス
タ
ー

リ
ン
の
革
命
史
」
や
「
唯
物
論
」
と
か
難
し
い
講
義
を
始

め
、「
日
本
よ
り
天
皇
制
を
打
倒
せ
よ
」
な
ど
と
い
う
青

年
行
動
隊
運
動
が
活
発
に
な
り
ま
し
た
。
私
ど
も
は
「
赤
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旗
の
歌
」
な
ど
歌
っ
て
、
と
に
か
く
早
く
日
本
に
ダ
モ
イ

（
帰
国
）
す
る
こ
と
だ
け
願
っ
て
い
ま
し
た
。

三
、
ハ
ラ
シ
ョ
ー
ラ
ボ
ー
タ
で
ダ
モ
イ

私
ど
も
の
第
二
収
容
所
で
は
所
長
訓
示
で
「
よ
く
働

き
、
よ
く
共
産
主
義
を
勉
強
し
た
者
は
先
に
日
本
へ
帰
す

の
だ
」
と
事
ご
と
に
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
三

年
五
月
一
日
の
朝
突
然
、
収
容
所
長
命
令
で
「
第
二
収
容

所
の
諸
君
は
入
所
以
来
二
年
半
も
ソ
連
の
戦
後
復
興
に
大

働
き
を
し
て
あ
り
が
た
く
、
約
束
に
よ
っ
て
ス
タ
ー
リ
ン

閣
下
か
ら
日
本
ダ
モ
イ
の
命
令
が
あ
っ
た
」
と
得
意
な
声

で
下
達
さ
れ
た
。
そ
れ
か
ら
徹
夜
で
持
ち
物
検
査
、
何
も

か
も
取
り
上
げ
ら
れ
裸
同
然
で
翌
朝
の
汽
車
（
貨
物
車
）

に
押
し
込
ま
れ
て
、
一
昼
夜
走
っ
て
ナ
ホ
ト
カ
港
に
到

着
。
五
月
五
日
早
朝
、
日
の
丸
を
な
び
か
せ
て
接
岸
し
た

日
本
郵
船
の
「
明
優
丸
」
と
い
う
大
き
な
汽
船
に
乗
り
込

み
、
久
し
ぶ
り
に
日
本
の
音
楽
の
流
れ
る
船
内
で
「
真
っ

白
い
日
本
の
米
の
飯
」
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
で
苦
労
し
て

生
き
て
き
た
甲
斐
が
あ
っ
た
と
戦
友
た
ち
と
涙
し
て
抱
き

合
っ
て
喜
び
ま
し
た
。
翌
五
月
六
日
朝
、
舞
鶴
港
に
上

陸
。
舞
鶴
で
一
泊
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
慎
重
な
検
査
を
受
け
、
晴

れ
て
故
郷
に
帰
り
着
き
ま
し
た
。

四
、
言
い
残
し
た
い
お
願
い

私
は
帰
国
後
、
家
（
盛
里
）
で
農
業
に
従
事
し
な
が
ら

冬
期
は
炭
焼
き
を
し
た
り
真
剣
に
働
き
ま
し
た
。
昭
和
二

十
八
年
、
富
士
吉
田
市
に
移
住
。
よ
い
家
族
に
囲
ま
れ

生
活
も
安
定
し
て
最
愛
の
妻
と
と
も
に
平
和
な
生
活
を
楽

し
み
、
シ
ベ
リ
ア
の
労
苦
を
し
の
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
私
は
家
族
や
国
民
の
皆
さ
ん
に
、
次
の
よ
う

な
言
葉
を
遺
言
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

１

生
命
の
大
切
さ
を
思
い
、
絶
対
に
戦
争
は
し
な
い

で
下
さ
い
。

２

家
庭
で
は
父
母
を
大
切
に
し
、
み
ん
な
仲
よ
く
、

い
つ
も
一
生
懸
命
に
働
い
て
下
さ
い
。

３

健
康
に
留
意
し
、
長
生
き
し
て
下
さ
い
。

以
上
申
し
上
げ
て
、
私
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
労
苦
記
の
報

告
を
終
わ
り
ま
す
。
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